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〔論　文〕

孫からみた祖父母

Grandchildren’s relationships with their grandparents

柴　田　雄　企

ABSTRACT
　The purpose of this study is to investigate grandchildren’s relationships with their 
grandparents. A questionnaire was administered to 76 female junior college students. 
They answered about shared experiences with their own living grandparents and the 
grandparental functions (“acceptance of existence”, “daily emotional support”, “time 
perspectives”, and “succession of generations”) perceived by grandchildren. As a result, 
female junior college students were shown to have more shared experiences with their 
grandmother than with their grandfather. And there is a correlation between grandmother's 
functions and shared experiences with their grandmother.

Key words: grandchildren, grandparents, female junior college students, 
　grandparental functions, shared experience

問題と目的
　現代日本では少子高齢化、家族の多様化が進んでいると言われている。そして、祖父母
と孫の関係も変化してきているとも言われている。
　祖父母と孫の同居についてみると、平成27年版高齢社会白書によると、「65歳以上の高
齢者のいる世帯について世帯構造別の構成割合でみると、三世代世帯は減少傾向」にある。
また、1980年では、世帯構造の中で、三世代世帯が全体の50.1％を占めていたが、徐々に
減少し、2013年では13.2％となっている。
　高齢者が考える、子どもや孫との付き合い方については、「いつも一緒に生活できるの
がよい」という回答が、1995年では54.2％であったが、2010年には33.1％に減少している。
一方で、「ときどき会って食事や会話をするのがよい」という回答は、1995年の38.0％から、
2010年の46.8％へと増加している（内閣府，2010）。このように祖父母側の孫との関わり
についての考え方は変化してきていると言える。
　孫にとって祖父母はどのような存在なのだろうか。田畑ら（1996）は、「孫－祖父母関
係評価尺度」を作成し、中学生188名、高校生176名、大学生181名を対象に調査を行った。

－祖父母との交流と祖父母機能－
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その結果、祖父母は、孫と孫の親の関係を調整するなど、孫にとって、両親からの保護的
な場となり、それが孫の安心につながるようであると述べている。
　前原ら（2000）は、沖縄の高校１年生を対象に、祖父母と孫の関係について、質問紙
調査を行っている。そして、孫が意味づける祖父母の機能として、「伝統文化伝承機能」、
「安全基地機能」、「人生観・死生観促進機能」の３つの因子を抽出している。
　また、Roberto & Stroes（1992）によると、孫は祖父母から様々な価値を学んでいると
いう。また、祖父母の老年期の姿を提示されることは、孫が未来の自己を考えるきっかけ
になるとされている（Kivnick，1983）。孫にとって祖父母の存在は特別な意味を持つ場合
があるといえる。
　そこで、本研究では、孫は祖父母とどのような交流をしているのか、孫から見て祖父母
はどのような存在であるのか（祖父母の機能）について調査し、祖父母との共有経験と祖
父母機能との関連について検討することにした。

方　法
　2007年11月に質問紙調査を行った。短期大学女子学生76名（平均年齢18.63歳）を分析
対象とした。祖父についての回答は59名から、祖母についての回答は74名から得られた。
　質問紙の内容は以下の通りである。
⑴孫－祖父母関係評価尺度（孫版）
　孫から見た祖父母の機能を捉えるため、田畑ら（1996）による、孫－祖父母関係評価尺
度（孫版）を用いた。この尺度は「存在受容機能」、「日常的、情緒的援助機能」、「時間的
展望促進機能」、「世代継承促進機能」の４因子から成る。「存在受容機能」は「つらいこ
とがあるとき、祖父（祖母）を思うと気持ちが慰められることがある」などの８項目か
ら成る。「日常的、情緒的援助機能」は「祖父（祖母）は、わたしに興味や関心をもって
いてくれる」などの６項目から成る。「時間的展望促進機能」は「祖父（祖母）の姿から、
人の一生について、積極的に考えてみることがある」などの８項目がある。「世代継承促
進機能」は「祖父（祖母）の姿から、親は祖父（祖母）に似ているなあと実感する」など
４項目がある。各項目に「はい（2）」、「どちらでもない（1）」、「いいえ（0）」で回答を求
めた。得点が高いほど、孫からみた祖父母機能が高いと解釈される。
⑵祖父母との交流
　祖父母との交流について、以下の５項目について尋ねた。
①同別居
　祖父母とどのくらいの距離のところに住んでいるのか、所要時間を尋ねた。選択肢は以
下の通り。「一緒に住んでいる」、「同じ敷地内に住んでいる」、「近くに住んでいる（徒歩
で５分程度）」、「所要時間15分未満」、「所要時間15～59分」、「所要時間１時間以上」。
②会う頻度
　祖父母とどのくらいの頻度で会っているのかを尋ねた。選択肢は以下の通りであった。
「ほぼ毎日」、「週に１～２回」、「月に１～２回」、「半年に１～２回」、「年に１～２回」、
「ほとんどない」。
　また、祖父母と会う頻度が小学生の頃と比べて、変化したか選択してもらった（「小学
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生の頃より減った」、「小学生の頃と変わらない」、「小学生の頃より増えた」。
③コミュニケーションの方法
　祖父母とどうやってコミュニケーションしているのか、その方法を回答してもらった。
選択肢は以下の通り。「直接会って話す」、「電話で話す」、「手紙を書く」、「メールのやり
とりをする」。
④会話の頻度
　祖父母とどのくらい会話をしているのか尋ねた。選択肢は以下の通り。「ほぼ毎日」、
「週に１～２回」、「月に１～２回」、「半年に１～２回」、「年に１～２回」、「ほとんどな
い」。
⑤共有経験
　祖父母とどのような交流をしてきたのかについて、小学生の頃と現在のそれぞれについ
て回答を求めた。項目は以下の通り。「二人で会話をする」、「買い物に出かける」、「誕生
日などにプレゼントを贈る」、「誕生日などにプレゼントをもらう」、「旅行に行く」、「食事
に行く」。

結　果
１．孫から見た祖父母の機能
　孫－祖父母関係評価尺度（孫版）への回答の結果を表１に示した。

表１　孫－祖父母関係評価尺度（孫版）の平均値と標準偏差
祖父 祖母

存在受容機能
6.56 8.71

（3.83） （4.52）

日常的、情緒的援助機能
7.29 9.20

（3.14） （2.34）

時間的展望促進機能
7.92 10.11

（4.26） （4.51）

世代継承性促進機能
3.88 4.55

（2.31） （2.20）

２．祖父母との交流
⑴同別居
　祖父母との同別居についての回答を表２に示した。祖父母と同居している者より別居し
ている者の方が多かった。



－ 4 －

柴　田　雄　企

表２　祖父母との同別居

祖父（n=51） 祖母（n=71）

一緒に住んでいる 9 （17.6％） 14 （19.7％）

同じ敷地内に住んでいる 5 （ 9.8％） 9 （12.7％）

近くに住んでいる（５分程度） 3 （ 5.9％） 7 （ 9.9％）

所要時間15分未満 3 （ 5.9％） 5 （ 7.0％）

所要時間15～59分 14 （27.5％） 14 （19.7％）

所要時間１時間以上 17 （33.3％） 22 （31.0％）

⑵会う頻度
　祖父母と会う頻度についての結果を表３に示した。また、小学生の頃と比べて、会う頻
度が変化したかを尋ねた結果を表４に示した。小学生の頃と現在の比較では、会う頻度が
減ったと回答した者が約６割であった。

表３　祖父母と会う頻度

祖父（n=57） 祖母（n=72）

ほぼ毎日 13 （22.8％） 18 （25.0％）

週に１～２回 4 （ 7.0％） 7 （ 9.7％）

月に１～２回 11 （19.3％） 18 （25.0％）

半年に１～２回 20 （35.1％） 22 （30.6％）

年に１～２回 8 （14.0％） 6 （ 8.3％）

ほとんどない 1 （ 1.8％） 1 （ 1.4％）

表４　祖父母と会う頻度の変化

祖父（n=57） 祖母（n=71）

小学生の頃より減った 39 （68.4％） 43 （60.6％）

小学生の頃と変わらない 14 （24.6％） 22 （31.0％）

小学生の頃より増えた 4 （ 7.0％） 6 （ 8.5％）
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⑷会話頻度
　祖父母との会話の頻度についての結果を表６に示した。会話の頻度は、会う頻度と同様
の結果であった。

⑸共有経験
　小学生の頃と現在のそれぞれについて、祖父母と一緒に経験したことを尋ねた結果を表
７に示した。全体的に、祖父より祖母との方が一緒にしたことがあるという者の割合が高
かった。小学生の頃と現在を比較すると、会話ではほとんど変化が見られなかったが、そ
の他の項目では減少していた。特に、祖父母と買い物に行くこと、祖父母と旅行に行くこ
とが減少していた。

⑶コミュニケーション方法
　祖父母とのコミュニケーション方法についての回答結果を表５に示した。直接、会って
話をする者がほとんどであった。

表５　祖父母とのコミュニケーション方法

祖父（n=57） 祖母（n=69）

直接、会って話す 55 （96.5％） 61 （88.4％）

電話で話す 2 （ 3.5％） 5 （ 7.2％）

手紙を書く 0 （ 0.0％） 1 （ 1.4％）

メール 0 （ 0.0％） 2 （ 2.9％）

表６　祖父母との会話の頻度

祖父（n=57） 祖母（n=71）

ほぼ毎日 12 （21.1％） 17 （23.9％）

週に１～２回 5 （ 8.8％） 7 （ 9.9％）

月に１～２回 12 （21.1％） 21 （29.6％）

半年に１～２回 19 （33.3％） 20 （28.2％）

年に１～２回 6 （10.5％） 5 （ 7.0％）

ほとんどない 3 （ 5.3％） 1 （ 1.4％）
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３．祖父母との共有経験と孫から見た祖父母機能の関連
⑴祖父の場合
　小学生の時および現在の祖父との共有経験と、孫から見た祖父の機能との相関係数を求
めた（表８）。
　小学生の時の祖父との「会話」、「買い物」と「日常的、情緒的援助機能」とに正の相関
がみられた。また、「プレゼントを贈る」と「時間的展望促進機能」および「世代継承性
促進機能」とに正の相関がみられた。
　現在の祖父との共有経験では、「プレゼントを贈る」と「日常的、情緒的援助機能」と
に正の相関がみられた。
⑵祖母の場合
　祖母についても同様に、祖母との共有経験と祖母の機能の相関係数を求めた（表９）。
　小学生の時の共有経験についてみると、「買い物」と「存在受容機能」に、また、「プレ
ゼントを贈る」と「存在受容機能」および「時間的展望促進機能」に正の相関がみられた。
また、「プレゼントをもらう」と「時間的展望促進機能」に正の相関がみられた。
　現在の共有経験では、「会話」と「存在受容機能」および「日常的、情緒的援助機能」
に正の相関がみられた。「買い物」とすべての機能に、また、「プレゼントを贈る」と「存
在受容機能」、「日常的、情緒的援助機能」、「時間的展望促進機能」に正の相関がみられた。
「プレゼントをもらう」と「時間的展望促進機能」との間にも正の相関がみられた。

表７　祖父母との共有経験がある者の割合
祖父（n=57） 祖母（n=72）

小学生 現在 小学生 現在

会話 43 43 62 64
（75.4％） （75.4％） （86.1％） （88.9％）

買い物 24 7 40 24
（42.1％） （12.3％） （55.6％） （33.3％）

プレゼントを贈る 15 10 28 23
（26.3％） （17.5％） （38.9％） （31.9％）

プレゼントをもらう 18 11 38 26
（31.6％） （19.3％） （52.8％） （36.1％）

旅行 13 5 24 5
（22.8％） （ 8.8％） （33.3％） （6.9％）

食事 26 16 42 31
（34.2％） （28.1％） （58.3％） （43.1％）
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表８　祖父との共有経験と祖父機能との相関

孫からみた祖父の機能

存在受容機能 日常的、情緒
的　援　助　機　能

時間的展望
促　進　機　能

世代継承性
促　進　機　能

小
学
生
の
時

会話 .26 .33 * .23 .19
買い物 .25 .26 * .17 .24
プレゼントを贈る .24 .26 .34 ** .32 **
プレゼントをもらう .08 .15 .18 .06
旅行 .02 .25 .02 .11
食事 .18 .25 .18 .21

現
　
　
　
在

会話 .21 .17 .19 .07
買い物 .12 .16 .20 .18
プレゼントを贈る .22 .30 * .25 .16
プレゼントをもらう -.02 .12 .08 .02
旅行 .01 .22 .16 .18
食事 .15 .17 .08 .21

** ｐ＜ .01, * ｐ＜ .05

表９　祖母との共有経験と祖母機能との相関

孫からみた祖母の機能

存在受容機能 日常的、情緒
的　援　助　機　能

時間的展望
促　進　機　能

世代継承性
促　進　機　能

小
学
生
の
時

会話 .18 .15 .10 .02
買い物 .25 * .19 .18 .23
プレゼントを贈る .25 * .22 .32 ** .10
プレゼントをもらう .21 .19 .29 * .14
旅行 .03 .01 -.07 .05
食事 .05 .06 .10 .05

現
　
　
　
在

会話 .25 * .25 * .05 .07
買い物 .39 ** .35 ** .36 ** .35 **
プレゼントを贈る .37 ** .31 ** .40 ** .19
プレゼントをもらう .13 .22 .29 * .20
旅行 -.03 .12 -.03 .13
食事 .15 .21 .18 .08

** ｐ＜ .01, * ｐ＜ .05
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考　察
１．孫からみた祖父母の機能
　いずれの祖父母機能についても、祖父より祖母の方が評定値が高かった。これは本研究
の対象者が女性であることが影響していると考えられる。
　４つの祖父母機能の中では、祖父と祖母のいずれにおいても「日常的、情緒的援助機
能」が最も高かった（表１）。孫は、祖父母が自分に関心を持っていることをよく感じ
とっていることがうかがえる。この機能には、大目にみる寛容さも含まれている。祖父母
は子育ての義務から解放され、孫と喜びを純粋に享受し得る（田畑ら，1996）ことも、こ
の結果に影響していると考えられる。

２．祖父母との交流
⑴会う頻度と会話の頻度
　祖父母と会う頻度は、小学生の頃より減ったと回答した対象者が約６割であった（表４）。
会う頻度が減った理由としては、孫である短期大学生の側から祖父母に接触する機会が
減ったことと、祖父母側からの接触が減ったことの両方の可能性が考えられる。高齢者の
年齢は、孫との接触頻度を予測する要因であることが指摘されており（Clark & Roberts, 
2004　山田訳2009）、本研究の結果と一致している。
　会話の頻度も会う頻度と同様の結果であった。これは祖父母とのコミュニケーション方
法として、“直接、会って話す” 者が多かった（表５）ことが関連していると考えられる。
⑵共有経験
　杉井（2006）は年齢が低いほど祖父母と一緒にする体験が多いことを報告している。本
研究でも、小学生の頃と比べて、短期大学生となった現在では交流が減少しており、杉井
（2006）と同様の結果であった。

３．祖父母との共有経験と祖父母機能の関連
　祖父母との共有経験と祖父母機能の関連について検討した。結果、小学生の時の共有経
験と祖父母機能との相関については、祖父と祖母の違いはあまりみられなかった。一方、
現在の共有経験と祖父母機能との相関では、祖父においてはほとんど相関がみられなかっ
たのに対し、祖母においては、一緒に買い物に出かけたり、誕生日などにプレゼントした
りすることと、祖母の機能を感じ取ることに関連がみられた（表８、表９）。女性にとっ
て、一緒に買い物に出かけるということは、品物について話し合い、楽しみを共有しやす
い経験であると思われる。また、女性である孫にとっては、祖母は将来の自分のモデルと
して捉えやすいと考えられる。これらのことが結果に影響したと推察される。
　また、プレゼントを贈ることと祖母の機能に関連がみられたのは、祖母の機能を意識し
ている者ほど、祖母にプレゼントを贈りたくなるためではないかと考えられる。
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